
▼

 １   ２次関数の増減
　　　　関数 f(x) ＝ x2 -  2x の増減を調べてみよう。

　　　　 f(x) ＝ x2 -  2x　を微分すると
　　　　　f'(x) ＝ 2x  -  2 ＝ 2(x  -  1)

　　　　接線の傾きが０のときの x の値を求める。
　　　　つまり
　　　　f'(x) ＝ 0　となる x の値は，
　　　　2(x  -  1) ＝０　を解いて　x ＝ 1
　　　　また，
　　　　x  <  1 のとき　f'(x) に x が１より小さい値として，例えば０を代入すると－２となるので
　　　　　f'(x)  <  0
　　　　x  >  1 のとき　f'(x) に x が１より大きい値として，例えば２を代入すると２となるので　
　　　　　f'(x)  >  0　です。
　　　　よって，関数 f(x) ＝ x2 -  2x は，x  <  1 で減少し，x  >  1 で増加する。

２次関数や３次関数の増減を調べよう。
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数学Ⅱ 74 関数の増加・減少 (2) ～増減表 ～

▼

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

 ２    増減表

関数 f(x) ＝ x2 -  2x の増減を表にすると，次のようになります。

　　　　　　　　　　　　　　 f(1) ＝ 12 - 2 × 1 ＝ -1

    　増減の調べ方　　   

　　　 f'(x) を求め，f'(x)  =  0 となる x の値を求めます。
　　　そして，増減表をつくります。
　　　このとき関数 f(x) は，f'(x)  >  0 の範囲で増加し，f'(x)  <  0 の範囲で減少します。

 ３   3 次関数の増減

　　　　関数 f(x)  =  x3  -  3x の増減を調べなさい。

　　　　まず導関数を求めます。
　　　　　f'(x) ＝ 3x2  -  3 

　　　　さらに因数分解して　 f'(x) ＝ 3 (x  +  1) (x  -  1)

　　　　f'(x) ＝ 0 の解は，3 (x  +  1) (x  -  1) ＝０　を解いて
　　　　　x ＝ － 1,1
　　　　－１と１に注目すると，
　　　　f(x) の増減表は，次のようになります。
　　　　　　　　      ※ 1　　　　　  ※２　　　　　※ 3

　　　　f(-1) ＝ (-1)3 － 3 × (-1) ＝２　   f(1) ＝ 13 － 3 × 1 ＝－２

　　　　よって　x  <  -1,1  <  x で増加し，
　　　　　　　　-1  <  x  <  1 で減少する。
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数学Ⅱ 74 関数の増加・減少 (2) ～増減表 ～

▼

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

※１
　x が－１より小さい数として，例えば，x ＝－２を導関数に代入します。
　f'(- 2) ＝３× (- 2 ＋ 1) (- 2 － 1) ＝ 3 × (- 1) × (- 3) ＝９
　と求まります。
　そこで，x が－ 1 より小さい範囲を表す導関数 f'(x) の欄には「＋」の符号を入れ，
　その下の欄には「 →」の矢印を入れます。

※２
　x が－１と１の間の数として，例えば，x ＝ 0 を導関数に代入すると，
　f'(0) ＝３× 1 × (- 1) ＝ - 3
　と求まります。
　そこで，x が－ 1 より大きく，１より小さい範囲を表す導関数 f'(x) の欄には「－」の符号を入れ，
　その下の欄には「→ 」の矢印を入れます。

※３
　x が１より大きい数として，例えば，x ＝２を導関数に代入します。
　f'(2) ＝３× ( 2 ＋ 1) ( 2 － 1) ＝ 3 × 3 × 1 ＝９
　と求まります。
　そこで，x が 1 より大きい範囲を表す導関数 f'(x) の欄には「＋」の符号を入れ，
　その下の欄には「 →」の矢印を入れます。


